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第H部 日本経済の供給構造と価格変動

                 お わ  り に
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日本経済の供給の構造を自律的モデルでとらえ,価格変動φ横断面及び時系列推移を斉合的犀説明

                          コ                 ヘ            ニ

しようという・わ楠 れ噛 目魄 前章の結果から一嘩 成しえたとおもうへ 1

 従来のマクロ経済分析が需要面の分析に中心課題をおき,霈 要の拡大に応 じて供給瑛ついて辛 ると

い嬲 機能を暗黙に前融 てし・たのに対して,改めて供給の離 変化を追うことに漏 て,:日本

の経灘 造卿 自働 確 を講 ようとしたものである・{    M

観察される価格変動パタi一ンを各部門の技術雛 と緲 つ嚇 郷 騨 明がつくとい揃 章

の結果は,1っ の分析の方向を示したものといえる。         ＼.

                                  ＼＼ しかし
,分 析は多 くの点で出発点の段階にあり,と りわけ,こ うした供給面 と需要面 との接合 した

閉鎖体系への発展が必要であ る。                       ＼、

 こうした方向に添 って,KEoで は,目 下一般均衡型モデルめ作歳を試みている。・

 この論文で検討を加えた1955年 ～1972年 以降のスタグフレーション下の経済変動については,iこ こ

で考慮 された説明変数以外φ市場攪乱要因が多 く入 り込んでいるものとおもおれ る。

 しかし,こ こで とらえた1972年 までの価格変動が部門別の技術特性 と明確な結びつきをもっている

とい う事実嫁,、ス)グ フレーション期の変動を説明する1っ の基礎を与えて くれるものと考えている。

 また,経 済成長率の鈍化が,資 源制約その他か ら要求 されている今 日,総 需要調整政策は,生 産各

部門の供給能力 との対応でかなりきめ細かに運用されることが必要であろう。

 そ うした場合,マ クロ経済指標の動きに合せて,部 門別供給構造の量:的把握は重要な情報を与える

ものとお もう。

 この論文で未解決の諸問題やより細分化した部門分割での分析は,今 後の研究の発展に期したい。
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